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^ 岫　暗和ぶ･･年べの衣']活̂･t.   埓装一通例tk^ ヽi i 時べ を迎｡i Tこ。こ。廓 如

服兼和 順 ・ 々大戦後、鳥ヽ激に未曽有の誉展 心 レい に い 。だﾚ ■それ以 前I'於

マヽ 蔵米支ｲり) 践倣 川 衣賑改良樗題、 わ丿 装ヵ゙理諭よV  支行えとま・･りHz  釆 た

-;ilS ヤ巾a  があっr-手ltヽ前回誉表し印 び い がト こうし た報税吏ｲし 源えい､ ま

い こよイ.    更に、刹争り ぎ策孤えの媒介為 に ツマ、欣哉秀*-■･大きく隻勤し成長 した

誉相の耗蓮k 痛播の攻相1 観糸し、報服構戻学祁孝えのずヵり, ,,   ヒレ た･･・

吉瑞　ぶ時の文献資料( 勉貳ヽ、新)鉱 車行本■ 写X)tii じ■ 1 .　非食、旅次の膏動

ｋ、女 子載 わ 新し‥発承話動のゲバ スからヽ坪雁 にならさ` '衣 得 なくい た冲惰
と、戮後の臓飾 畑い 永吉t 栓なに た。

赫 ゑ　μ 月間仏 力ヽら皐嶋聯時べ まX･・)婦人。吋装(≫、測準より^ 用ぞ^!らお た＆価u

服装で、伴厦流行の萌I  i 見i ･こい-  iヽ つた。明形中期ヵヽら曰 今生Ti如

が叫ii"れ、叛殖改釦よ和服り副 可にすできカリこ悶赴が暮られrこが`、 そのu 和 い した

3 萱化さえなかっ た。それが友 正にフヽ り女?･ 、)私権進出の% 増（ アメ')  カ合理化主

義の舶 釆によっいま湧改薯ま動が'μ') -　- れにね れti ＼東人泉更と、台末 糾)K 火μ
女･忖刎 良策限瑶I 根松川､ 覆レ、痔菜えt 丸私療t Iバ' めた。 それi£' ヵヽり 満ヽ洲辛気

そ支押身 支は力寿ﾒこ戦 おt 拡 大しマ 回ヽ-Z 、 ニ抑式櫓我M ね に をクλ-・けな。こん

な摩k-'あフ-I 、外剔i 境にわいi) I  i'のが欧米化 す１半熟ビぞり、加まi- 敷呟'i・)上
や^'･f動 々練・蹊呆t  I マ. 跨 袈/# 吝が刀身 な*ヽ ぶ 和服 £i淳i 私どよ 。

10 月 ３ 日出 第 ７会 場　 午 後1:00 ～5:30
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Ｃ－62　　　　　　　　　 能 装 束c 文 様 と 色 彩K    つ い て

熊 本 大 教 育　　　 和 田 ユ キ

目 的　 第23 回 本 学 会 に お い て ， 主 と し て 能 装 東 の 種 類 と 文 様* ■   よ び 色 に つ い て 概 略

報 告 し た 。 能 装｡東o 「 色 と 文 様Ｊ Ｏ 美 は 日 本 の 染 織 を 代 表 す る%  c で あ 」, 現 存 す

装 東 類t± ， わ か 国 ０ 染 織 文 化 の 貴 重 な 遺 産 で あ る 。 今 回 は 能 装 東 の 文 様０ 種 類 と 色

出 現 率 次 ど に っ い て 調 査 を 試 み た 結 果 を 報 告 す る 。

方 法　 熊 本 県 八 代 市 の 松 井 家 に 伝 わ る 能 装 東 に つ い て ， 写 真 撮 影 と 日 本 色 研 発 行 の

査 用 カ ラ ー コ ー ド を 用 い て 装 東 の 地 色 お よ び 文 様 ０ 色 を 調 査 し た 。 １ た 現 存 す る 代

的 刄 能 装 東 と 正 倉 院 に 保 存 さ れ て いi,     , 上 代 に 知 け る,染 織 技 術 の 粋 を 集 め た 染 織 工

品 を 収 録 し た 原 色 版 写 真 印 刷 の 文 献 を 資 料 に, 文 様 の 特 徴 を 比 較 検 討 し た 。

結 果　 文 様 の 素 材 は ， 宮 廷 を 中 心 と し た 貴 族 階 級 の 間 に 用 い ら れ た 有 職 文 様 と 中 国

ら 伝 わっ た 染 織 文 様.     お よ び 古 い 伝 統 を は ≪:れ て 近 世 に 発 達 し た 自 由 な 構 成 の 絵 文
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大 き く わ け る こt    が で き る 。 文 様 は 生 物 を テ ー マK し た 例 か 多 い か,    -ご

動 物 文 様， 能 装 東 は 植 物 文 様 の 出 現 率 か 高 い 。 ま た 色 に つ い て は 装 束c

個A      の 色 に つ い て 調 査 を 行 つ た か ， カ ラ-     コ- ド を 用 い て 分 類 し た 結 果

で も, 唐 織 ， 厚 板 ， 縫 箔 は 一 枚 の 装 東 に10 ～1  5 種 類 の 色 か 使 用 さ れ て い

ー ド の 基 本 分 類1  6 圏o  ,    a と ん ど 全 領 域 に 分 布 し て い る こ と か わ か つ た

な た め に 配 色 のﾉ 々ラ ン スi)t 崩 れ*  い よ5    に, 色 の 濃 淡 ， 強 弱 な ど 充 分 に

で ， 適 切 々 色 か 有 効 に 用 い ら れ て い る 。 簡 素 次 白 木 の 能 舞 台 に* ■   い て ，

麗 さ を あt す と こ ろ な く 発 揮 す る の で あ る 。


